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                          島原商業高等学校    

  

「インフルエンザ」や「新型コロナウイルス感染症」に対する 

注意や予防を継続しましょう！！ 
 今年も「新型コロナウイルス感染症」の波が押し寄せ、島商は 3学年各 1クラスの学級閉鎖となり

ました。現在は落ち着きをとり戻しつつありますが、明日からは冬休みです。人が集まり密集した

部屋で過ごす時間が長くなります。換気に気をつけ、カラオケや食事時の感染防止行動を強化し

ましょう。（なるべく多人数の接触を避ける）音楽祭のコンテストさえマスクをつけて行われていま

す。まわりの人々の健康と命も守りましょう。 ３学期の始業式には、欠席することなく元気に登校

できますよう願っています。よい年を迎えてください。 

 
                         健康教室 第 865 集 東山書房 より 

 



教室の空気（換気）検査を実施しました          

                     
  

「授業中には 30 分に 1 回、教室の換気（窓を開ける）をしましょう」と言われていますが、

データーが実証しました。     （12/13 (火) ６校時 2階教室 38 名在室） 

 

二酸化炭素（CO2）の基準 

1500PPｍ以下 

温 度 

(℃) 

湿 度 

（％） 

濃 度 

（PPｍ） 

天窓の状況 

      

二酸化炭素 

（CO2） 

授業開始直後 ２１．１ ３９．０  ７５０  廊下側 開放 

 ２０分後 ２２．８ ４０．０ １４００  廊下側 開放 

  外  気 １１．０ ５７．０  ７２６  

 

  ＊二酸化炭素：濃度が高くなると、倦怠感・頭痛・耳鳴り等の症状を訴える者が多くなる 

  

 上の表からどういうことが、考えられますか？ 

 検査は授業開始直前の休み時間（10 分間）は、全窓を全開にして準備しました。授業開

始直後に全窓を閉じて、二酸化炭素（ＣＯ2）を測定すると 750PPｍでした。（外気はその

時点で 726PPｍ）その後、20 分後の二酸化炭素は基準値近くの 1400PPｍでしたので、その

ままの教室の状態とすれば（窓を開けない状態）では、二酸化炭素はどんどん増えていく

だろうと予想されます。 

 3 学期は益々寒くなりますが、全教室が暖房をしています。換気が不十分で二酸化炭素

が増えていても、気づかないでしょう。廊下の天窓は常時開け、窓側の前と後ろの窓は 10

ｃｍ程度開けて、空気を入れ替えましょう。また、教室に設置しているＣＯ2 モニターの

値は、薬剤師の田口先生が持参した検知管とほぼ同じ数値を示し、信用度が高いこともわ

かりました。時折、チェックを入れると空気の状態がわかります。タブレットの電源を入

れるため、モニターの電源を切っているクラスがあるようですが“空気の見える化”をし

ましょう。 

 



                     


